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歳　

入

質　

疑　

不
納
欠
損
額
、
収
入
未

済
額
が
毎
年
増
え
て
い
る
が
、
不

納
欠
損
に
至
っ
た
経
緯
は
。

答　

弁　

未
収
金
は
、
前
年
比
で

６
千
700
万
円
ほ
ど
増
加
し
た
。
原

因
は
、税
源
移
譲
に
よ
る
こ
と
と
、

固
定
資
産
税
の
大
口
滞
納
者
増
や

会
社
の
倒
産
等
に
よ
る
も
の
で
、

対
策
と
し
て
分
納
等
の
相
談
に
応

じ
、
他
の
部
分
に
つ
い
て
は
差
し

押
さ
え
を
強
化
す
る
。

質　

疑　

財
政
の
弾
力
性
を
示
す

経
常
収
支
比
率
は
、
93
．
２
％
と

危
機
的
状
況
に
あ
る
。
公
債
費
の

返
済
は
当
然
で
、
借
り
な
け
れ
ば

不
要
で
あ
る
。
早
急
に
整
理
す
べ

き
と
思
う
が
。

答　

弁　

市
債
の
抑
制
は
基
本
だ

が
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め

に
は
い
た
し
か
た
な
い
。

歳　

出

質　

疑　

超
過
勤
務
手
当
て
は
、

全
体
で
９
千
148
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
本
庁
分
で
あ
る
が
、

人
件
費
の
中
で
の
割
合
は
ど
の
程

度
か
。

答　

弁　

人
件
費
全
体
の
１
．

85
％
で
あ
る
。

質　

疑　

街
な
か
賑
わ
い
創
出

事
業
の
「
ま
ち
な
か
広
場
」
で
、

決
算
審
査
特
別
委
員
会

議
案
第
90
号　

平
成
20
年
度
南
相

馬
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

総
括
質
疑　

質　

疑　

20
年
度
の
決
算
は
全

体
的
に
見
て
健
全
財
政
の
報
告
だ

が
、
自
主
財
源
の
減
少
な
ど
か
ら

税
負
担
は
限
界
で
あ
る
。
本
市
の

予
算
規
模
は
。

答　

弁　

市
税
等
の
自
主
財
源
の

減
少
を
ど
う
捉
え
、
ど
う
伸
ば
す

か
に
つ
い
て
は
、
雇
用
創
出
や
企

業
誘
致
が
考
え
ら
れ
る
。
担
税
力

を
全
体
的
に
ど
う
高
め
る
か
を
目

標
に
、
景
気
動
向
や
国
県
の
予
算

の
伸
び
を
踏
ま
え
、
通
年
ベ
ー
ス

で
270
億
円
か
ら
280
億
円
程
度
が
本

市
の
予
算
規
模
と
考
え
て
い
る
。

質　

疑　

実
質
単
年
度
収
支
が

４
億
１
千
42
万
円
の
黒
字
は
、
各

自
治
区
の
基
金
を
合
計
で
７
億
円

取
り
崩
し
、
財
政
調
整
基
金
に
振

り
向
け
た
た
め
の
も
の
で
、
実
質

赤
字
で
な
い
か
。

答　

弁　

財
政
調
整
基
金
積
立
金

７
億
円
を
増
額
し
な
い
と
２
億
９

千
万
円
の
赤
字
と
な
る
。
こ
れ
は

行
政
水
準
維
持
向
上
の
為
い
た
し

か
た
な
い
。
厳
し
い
財
政
状
況
で

人
件
費
の
削
減
、
事
務
事
業
の
見

直
し
で
行
財
政
改
革
に
努
め
る
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
、
市
民
市

場
、
屋
台
村
に
つ
い
て
は
、
広
場

面
積
が
縮
小
さ
れ
て
い
る
と
の
説

明
だ
っ
た
。
独
立
採
算
で
進
め
る

と
の
議
会
説
明
と
の
整
合
性
は
。

答　

弁　

現
実
的
に
経
営
は
厳
し

い
状
況
で
、
想
定
し
た
よ
り
客
足

は
少
な
く
、
反
省
し
て
い
る
。

質　

疑　

合
併
理
念
の
三
区
一
体

化
に
つ
い
て
。

答　

弁　

市
民
の
公
平
性
、
平
等

性
を
担
保
す
る
た
め
に
、
い
ち
早

く
統
一
す
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
三

区
の
独
自
性
を
発
揮
す
る
た
め
の

上
積
加
算
や
、
単
独
事
業
を
構
築

す
べ
き
方
法
を
踏
ま
え
、
全
体
を

見
渡
し
な
が
ら
も
、
合
併
理
念
で

あ
る
地
域
分
権
分
散
型
の
視
点
で

事
業
構
築
に
当
た
る
。

反
対
討
論　

財
政
状
況
に
つ
い
て

は
、
５
億
９
千
万
円
の
黒
字
を
示

し
た
。経
常
収
支
比
率
は
93
．２
％

と
年
々
上
昇
し
、
指
標
の
80
％
を

13
．
２
％
も
超
え
、
人
件
費
、
繰

り
出
し
金
等
減
少
傾
向
に
あ
る
も

の
の
、
２
年
続
い
て
90
％
を
超
え

た
こ
と
は
赤
信
号
で
あ
る
。
公
債

費
比
率
も
、
16
．
７
％
と
３
年
間

で
0.7
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
お
り
、

合
併
特
例
債
に
よ
る
普
通
建
設
事

業
の
推
進
の
借
金
と
は
い
え
、
公

債
費
比
率
は
県
内
13
市
中
７
位
、

経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て
は
、
県

内
13
市
で
最
下
位
と
な
っ
て
い

る
。

　

事
業
部
門
で
は
、
効
果
の
見
込

め
な
い
600
ｍ
足
ら
ず
の
環
状
一
号

線
に
23
億
円
の
巨
費
を
投
ず
る
こ

と
は
、
学
校
等
の
耐
震
改
修
事
業

他
が
山
積
し
て
い
る
の
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
何
の
疑
い
も
な
く
進
め

る
こ
と
は
、
市
長
の
政
治
姿
勢
の

見
通
し
の
甘
さ
を
露
呈
す
る
も
の

で
あ
り
、
本
決
算
は
不
認
定
。

賛
成
討
論　

こ
れ
ま
で
合
併
協
議

会
や
そ
の
後
の
調
整
結
果
を
踏
ま

え
、
新
市
の
一
体
化
事
業
を
確
実

に
推
進
す
る
と
共
に
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
維
持
拡
大
に
配
慮
し
て
編
成

さ
れ
た
も
の
が
今
回
の
決
算
で
あ

る
。い
ろ
い
ろ
指
摘
は
あ
っ
た
が
、

決
し
て
目
的
を
逸
脱
す
る
も
の
で

は
な
く
、適
切
な
も
の
と
判
断
し
、

認
定
す
べ
き
と
の
討
論
。

採
決
の
結
果
、原
案
の
通
り
認
定
。

議
案
第
102
号　

南
相
馬
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

質　

疑　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
導
入
で
、
現
場
で
は
大
変
混
乱

し
て
い
る
。
平
成
20
年
度
中
の

事
務
変
更
等
に
伴
う
変
更
は
何
回

か
。

答　

弁　

12
回
で
あ
っ
た
。

反
対
討
論　

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
は
廃
止
し
な
い
と
、
来
年
度
か

ら
保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
。
310
万
円
の

収
入
未
済
を
出
し
て
い
る
人
は
、

今
後
、
資
格
証
の
発
行
と
な
り
、

医
者
に
か
か
る
こ
と
も
容
易
で
な

く
な
る
こ
と
か
ら
不
認
定
。

賛
成
討
論　

複
数
の
医
療
機
関
で

受
診
を
繰
り
返
す
高
齢
者
に
よ
っ

て
、
医
療
費
が
か
さ
ん
で
い
る
こ

と
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が

生
ま
れ
た
背
景
に
あ
る
。
廃
止
で

な
く
、
時
間
を
か
け
て
検
討
す
べ

き
と
の
意
見
を
付
し
認
定
と
の
討

論
。

採
決
の
結
果
、原
案
の
通
り
認
定
。

議
案
第
104
号　

平
成
20
年
度
南
相

馬
市
病
院
事
業
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

質　

疑　

小
高
病
院
・
総
合
病
院

と
も
に
医
業
収
益
が
赤
字
に
な
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

赤
字
額
は
、
総
合
病

院
で
763
万
円
、
小
高
病
院
で

９
千
205
万
円
で
、
要
因
は
医
師
不

足
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

質　

疑　

総
合
病
院
の
医
業
収

益
は
32
億
円
で
、
内
給
与
は

18
億
円
（
56
％
）、
小
高
病
院
は

４
億
９
千
万
円
の
医
業
収
益
で
、

内
給
与
は
４
億
７
千
万
円
（
95
．

３
％
）
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は

人
件
費
の
割
合
か
ら
破
綻
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。

答　

弁　

２
次
医
療
機
関
と
し
て

役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
一
定
の

人
員
を
削
減
し
て
い
く
。

2020
年
度
年
度  

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会
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常
任
委
員
会
審
査

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

議
案
第
150
号　

平
成
21
年
度
南
相

馬
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て

質　

疑　

常
勤
医
師
を
辞
め
さ
せ

な
い
た
め
の
負
担
軽
減
の
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

６
人
の
ク
ラ
ー
ク
を
配

置
し
て
い
る
。
医
大
等
か
ら
も
ス

ポ
ッ
ト
的
雇
い
医
師
で
、
週
２
回

と
か
３
回
の
応
援
も
お
願
い
し
て

い
る
。

質　

疑　

小
高
病
院
に
対
す
る
不

採
算
病
院
負
担
金
は
、
５
年
で
打

ち
切
り
か
継
続
な
の
か
伺
う
。

答　

弁　

合
併
当
初
は
５
年
限
度

で
あ
っ
た
が
、
合
併
市
町
村
が
増

え
て
く
る
中
で
、
５
年
の
制
限

枠
が
な
く
な
っ
た
と
理
解
し
て
い

る
。

質　

疑　

先
生
方
に
一
定
程
度
の

経
営
に
つ
い
て
裁
量
権
を
持
っ
て

も
ら
う
考
え
は
な
い
か
。

答　

弁　

病
院
長
に
は
、
市
立
病

院
改
革
プ
ラ
ン
策
定
に
参
画
い
た

だ
い
て
い
る
。
予
算
編
成
で
も

院
長
の
指
摘
を
事
務
担
当
で
汲
み

取
っ
て
い
く
こ
と
が
肝
要
と
考
え

て
い
る
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
147
号　

平
成
21
年
度
南
相

馬
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て質　

疑　

教
育
費
５
千
452
万
５
千

円
の
補
正
に
つ
い
て
は
、
福
浦
小

の
耐
震
工
事
費
の
単
価
が
上
が
っ

た
た
め
か
、
見
積
も
り
と
の
違
い

を
伺
う
。

答　

弁　

国
で
定
め
る
補
助
単
価

が
上
が
っ
た
た
め
、
国
庫
補
助
金

も
増
額
に
な
っ
た
も
の
。

質　

疑　

不
動
産
の
売
り
払
い
収

入
で
、
今
回
８
件
見
込
ま
れ
る
と

の
こ
と
だ
が
、
残
り
は
何
区
画
に

な
る
か
。

答　

弁　

残
り
は
31
区
画
で
、

50
．
８
％
で
あ
る
。

質　

疑　

あ
と
３
年
く
ら
い
で
完

売
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
財
務
当

局
と
し
て
、
本
当
に
完
遂
で
き
る

か
確
認
す
べ
き
と
思
う
が
。

答　

弁　

な
か
な
か
販
売
実
績
が

進
ま
な
い
こ
と
も
あ
り
、
ど
の
よ

う
な
販
売
戦
略
で
、
24
年
度
完
売

の
目
標
を
達
成
し
て
い
く
の
か
、

財
務
の
方
と
も
協
議
を
し
て
い

く
。

質　

疑　

社
会
福
祉
費
の
１
千
200

万
円
の
償
還
金
は
、
多
く
徴
収
し

た
も
の
か
、確
定
に
伴
う
も
の
か
。

答　

弁　

平
成
20
年
分
の
清
算
で

あ
り
、
過
払
い
分
が
あ
っ
た
た
め

の
歳
入
で
あ
る
。

質　

疑　

賃
金
281
万
２
千
円
は
臨

時
職
員
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
何

月
か
ら
の
産
休
で
、
補
充
す
る
職

場
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

期
間
は
ば
ら
ば
ら
で
あ

り
、
月
数
は
答
え
ら
れ
な
い
が
、

産
休
が
７
人
で
、
病
休
が
３
人
、

合
計
10
人
で
あ
る
。
市
民
課
、
鹿

島
区
市
民
生
活
課
、情
報
政
策
課
、

健
康
づ
く
り
課
、
監
査
委
員
事
務

局
、
下
水
道
課
、
会
計
課
、
鹿
島

区
保
健
福
祉
課
、
鹿
島
区
税
務
課

と
な
っ
て
い
る
。

質　

疑　

病
休
の
実
態
と
、
精
神

疾
患
患
者
に
な
ら
な
い
職
場
づ
く

り
も
必
要
で
あ
り
、
部
長
の
見
解

を
伺
う
。

答　

弁　

身
体
疾
患
１
名
、
精
神

疾
患
２
名
で
あ
り
、職
場
内
で
は
、

注
意
深
く
動
向
を
把
握
し
、
一
人

で
悩
む
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
具

体
的
な
対
応
を
欠
か
す
こ
と
の
な

い
よ
う
に
し
た
い
。

質　

疑　

企
画
費
の
中
の
、
民
間

投
資
で
透
析
関
係
施
設
に
対
す
る

補
助
の
内
訳
は
。

答　

弁　

申
請
団
体
は
、
２
つ
の

医
療
機
関
で
、
血
液
透
析
セ
ン

タ
ー
新
築
の
補
助
で
あ
り
、
も
う

１
つ
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
導

入
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

質　

疑　
「
あ
っ
と
！
は
ら
ま
ち
」

が
、
目
標
達
成
で
き
な
い
ま
ま
終

焉
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
捉
え
方

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

採
算
は
と
れ
な
い
状
況

で
終
わ
る
よ
う
に
な
る
の
か
な
と

考
え
る
が
、
そ
れ
な
り
の
成
果
は

あ
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。

質　

疑　

成
果
は
上
が
っ
た
と
思

う
が
、
そ
の
割
に
投
資
的
経
費
が

大
き
い
。
具
体
的
か
つ
詳
細
な
市

民
ア
ク
セ
ス
網
に
対
す
る
内
容
を

伺
う
。

答　

弁　

落
雷
に
よ
り
基
地
局
が

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
修
繕
費
や
、

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
支
障
移
転
工

事
費
と
修
繕
費
で
あ
る
。

質　

疑　

八
沢
小
学
校
で
、
2.5
倍

も
の
床
面
積
が
必
要
な
の
か
。
教

育
委
員
会
と
の
打
ち
合
わ
せ
は
ど

う
な
っ
て
い
た
の
か
。

答　

弁　

基
準
に
基
づ
き
面
積
を

割
り
出
し
た
。
ま
た
地
元
の
皆
様

と
の
話
し
合
い
の
結
果
の
二
つ
の

要
素
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
、
施

設
が
必
要
と
の
教
育
委
員
会
の
判

断
を
受
け
入
れ
た
と
承
知
し
て
い

る
。
今
後
の
事
業
執
行
に
は
、
経

費
の
節
減
を
図
る
と
い
う
視
点

で
、
事
業
の
進
行
管
理
も
し
て
い

く
べ
き
と
捉
え
て
い
る
。

質　

疑　

地
方
債
の
利
率
決
定
の

経
過
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

金
利
情
勢
を
見
な
が

ら
、
借
り
入
れ
上
限
を
設
定
し
て

い
る
。
現
時
点
で
は
３
％
以
内
で

の
設
定
と
な
っ
て
い
る
。

質　

疑　

金
融
機
関
で
利
率
の
ば

ら
つ
き
が
あ
る
が
対
応
策
は
。

答　

弁　

入
札
な
ど
で
、
一
番
低

い
利
率
の
金
融
機
関
か
ら
借
り
入

れ
る
工
夫
を
し
て
い
る
。

質　

疑　

図
書
館
の
合
併
特
例
債

償
還
方
法
で
は
、
金
融
機
関
で
差

が
あ
る
が
、
同
じ
金
利
の
条
件

で
借
り
入
れ
は
出
来
な
か
っ
た
の

か
。

答　

弁　

金
融
機
関
の
事
情
や
金

利
が
変
動
す
る
部
分
も
あ
り
、
今

後
金
利
低
下
に
向
け
た
調
整
に
努

め
る
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。市立小高病院




